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研究成果の概要（和文）： ダニーデン縦断研究を通して、モフィットは9歳以下で反社会的行動を起こすグルー
プを生涯持続群と呼び、この集団は人生のあらゆる段階で反社会的行動をとり逸脱行動を抑止するための諸機関
を漂流すると指摘した。しかし、このような議論は幼少期に初発非行があった子どもを教育し、社会的自立を促
す機能を過小評価しかねない。本研究では、非行少年を対象とする児童福祉施設である教護院の退所者755人に
ついての50年にわたる歴史的検討を通し、第一に、初発非行年齢が低い者が必ずしも生涯にわたって反社会的行
動をとるわけでないこと、第二に、教護院退所時の評価が良い者は、退所後に少年院等に入所する可能性が低い
という結果を得た。

研究成果の概要（英文）：In the Dunedin Longitudinal Study Terrie Moffitt called the group whose 
antisocial behavior occurred at the age of 9 or younger the "Life-Course-Persistent" group and 
according to her, it exhibits antisocial behavior at every stage of life and slips through a series 
of systems designed to prevent and correct this deviant behavior. However, we think such an 
assessment underestimates the value of educating those who have experienced initial delinquency at 
such a young age and promoting their social independence. We base our assessment on 50 years of 
historical research of about 755 care leavers from the 'kyogoin', Japanese welfare institution for 
juvenile delinquents. We obtained two main results. First, a low initial age of first delinquency 
experience does not necessarily mean a lifetime of antisocial behavior. Second, those with good 
evaluations at the time of leaving the kyogoin were less likely to be admitted to juvenile training 
schools or similar institutions in the future.

研究分野：教育史

キーワード： 児童自立支援施設　教護院　少年教護院　感化院　予後　非行　初発年齢　モフィット

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、児童福祉法施行後、50年間に及ぶ教護院出身者の予後を初発非行年令等との関係において検討する
ことで、初発非行年令（反社会的行動の発生時期）が9歳以下である者が必ずしも反社会的行動が生涯持続する
とは言えないことを示し、モフィットの説に反駁するデータを具体的に示した点で学術的意義を有する。それ
は、幼少期に初発非行が見られる者が多く在籍し、彼らの教育を行う教護院(現、児童自立支援施設）の存在意
義と、幼少期に初発非行が見られる者に対する教育可能性を示すことにも繋がる点で社会的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
本研究は、感化院・少年教護院・教護院を前身とする児童自立支援施設の通史的把握をめざす

研究の一環であり、とくに、教護院時代(1948年児童福祉法～1998年改正法施行)を対象として

いる。教護院は、児童福祉法(昭和 22 年法律第百六十四号)第 44 条に「不良行為をなし,又はな

す虞のある児童を入院させて、これを教護することを目的とする」と定められた児童福祉施設で

ある。児童福祉法等の一部を改正する法律（平成九年法律第七十四号）により、「不良行為をな

しまたはなすおそれのある児童及び家庭環境その他の環境上の理由により生活指導等を要する

児童を入所させ、又は保護者の下から通わせて、個々の児童の状況に応じて必要な指導を行い、

その自立を支援する」と改正されているが、日本では「不良行為」または「不良行為をなすおそ

れ」のある者は、1908年以来、当該施設の対象者として位置づけられている。 

このような教護院の存在意義や歴史的な役割を考察するうえで、ダニーディンの子ども 1000

人の長期追跡研究を行ったテリー・E.モフィット(1996,酒井厚訳 2010)による生涯持続群 Life-

CoursePersistent に関する論は、看過できない問題を提起している。モフィットは、人の生涯

で反社会的行動が多発する青年期に注目し、13 歳と 15 歳の時点で非行経験が平均以上に多い

者のうち、反社会的行動発生時期が 9 歳以下と 10 代以降の者に分類し、前者を「生涯持続群

Life-Course-Persistent」、後者を「青年期限定群 Adolescence-Limited」と呼ぶ。彼女によると

生涯持続群は、幼児期、児童期、青年期、成人期と形を変えながらもどの段階でも反社会的行動

をなし、社会的スキルの獲得、安定した愛着形成、学業達成が難しく「逸脱行為を防止し更正さ

せるための一連のシステム（学校、青少年更正プログラム、精神科治療センター、刑務所）を漂

流」するという。モフィットは、それが「微細な神経心理学的な障害に起因する」と捉え「素質

は生涯を通じて変わりにくい」と述べる。しかしながら、このような論は、低年齢で初発非行が

あった者を教育しその社会的自立を促す働きを過小評価し、教護院の存在意義を否定すること

に繋がりかねないと考える。 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、児童福祉法施行以降 50年間における教護院退所者の予後調査を検討するこ

とを通し、モフィットのいう生涯持続群の指摘に対して反駁するとともに、①教護院の退所者に

とっての教護院の意味は何か、②退所者は教護院を経て「不良行為」に関わる状態から脱却でき

たのか、③独立社会生活を送った退所者と司法機関が関与する犯罪に至った退所者を分けるも

のは何か、そして④教護院 50年の歴史において退所者の軌跡はどのように変化したのか等の問

いに迫りながら、教護院の存在意義について考察することである。 
 
３．研究の方法 

 
本研究では、教護院関係者が「精神的支柱」として高く評価する北海道家庭学校（家庭学校社

名淵分校）に焦点をあてながら、モフィットの「生涯持続群」に関する論が同校の場合にも通用

するのかを検討し、「教護院の存在意義は何であったか」を考察する。 

北海道家庭学校は、1899（明治 32）年、留岡幸助によって東京に設立され、1914（大正 3）

年に同校の北海道農場・社名淵分校として開設された。現在は、東京の本校は社会福祉法人東京

家庭学校として児童養護施設や保育所等を経営し、北海道の分校は社会福祉法人北海道家庭学

校として児童自立支援施設と自立援助ホームを経営している。 



本研究では、両校に残されている資料の目録作成を通して、如上の問いに迫り得る資料を探索

し、それらを検討すると共に、戦後、児童福祉法制下で教護を経営してきた北海道家庭学校の旧

職員に対する聴き取り調査や、北海道家庭学校および東京家庭学校において実施された予後調

査を検討する。その際、戦後、北海道家庭学校の教育に大きな影響を与えた同校第四代校長留岡

清男による学校運営に関する資料を検討する。 
 
４．研究成果 
 

北海道家庭学校および東京家庭学校において、所蔵資料の整理作業を進め、未整理状態にあっ

た資料群の目録作成を推進すると共に、留岡清男校長時代から谷昌恒校長時代にかけての北海

道家庭学校において、寮運営を担った夫婦職員に対する聞き取り調査を実施した。 

本研究を通して得た成果は、第一に、研究分担者であり北海道家庭学校理事長でもあった家村

昭矩によって行われた、戦後の北海道家庭学校において寮運営・教護教育を担った夫婦職員に対

する聞き取り調査や、同校所蔵の児童福祉法施行以降 50 年間の退所者について、匿名記号化さ

れた予後データの分析により、モフィットの指摘とは異なる結果を得たことである。 

つまり、満 9歳以下での初発非行者 755 件中、警察・家裁等、司法からの照会情報のある者は

約 13％であり、初発非行年齢が低くても反社会的行動を生涯続けると必ずしも言えないこと、

教護院退所時評価の良好な者は退所後、少年院等への入所者が少ない等の結果を得た。このこと

は、初発非行年齢が低くても反社会的行動を生涯続けると必ずしも言えないことを示す証左と

いえる。 

第二に、既往の研究では知られていない家庭学校において実施された予後調査をいくつか発

見した点である。 

一つは、1939 年に第三代家庭学校長に就任し、戦時下から終戦、戦後の児童福祉法制下にお

いて家庭学校の運営の中心にあった今井新太郎が実施した、家庭学校校開設以来 50 年の生徒

1,286 名を対象とした予後調査である。家庭学校は、1899 年に巣鴨に本校を創設した後、1914 年

に社名淵分校を開設、1923 年に茅ヶ崎分校を開設（1933 年に廃止）、1935 年に本校を巣鴨から

高井戸（杉並区）へ移転させた。今井の予後調査は、巣鴨 25年 507 名、茅ケ崎 10 年 119 名、社

名淵 34年 436 名、高井戸 9年 234 名を対象としている。家庭学校史研究において、今井の役割

については、これまでほとんど言及されることはなかったが、彼は、社名淵分校が北海道家庭学

校として本校から独立する 1968 年まで、約 30 年、家庭学校長を務め、終戦直後、精神科医成田

勝郎による「教育治療」の採用と実施に関わり、そのなかで予後調査を実施したと考えられる。 

また、1959 年に発表された家庭学校社名淵分校教頭横山義顕による全国の教護院退所者に関

する予後調査の存在を発見したことも重要である。それによると、教護院再入所や少年院入所者

が、家庭学校では 20.3%、全国 16.3%という結果であった。教護院を経て「不良行為」に関わる

状態から脱却できなかった者が一定数いるものの、教護院を退所後、「不良行為」に関わる状態

から脱却し、独立社会生活を送った者があり、そのなかには、初発非行年令が 9歳未満の者も含

まれることを確認した。このことは、モフィットの指摘とは異なる結果と言うことができる。 

これらの検討結果については、『北海道家庭学校百年史』（仮題）に掲載される論稿に掲載され

る予定である。なお、独立社会生活を送った退所者と司法機関が関与する犯罪に至った退所者を

分けるものは何か、教護院 50 年の歴史において退所者の軌跡はどのように変化したのか等の問

いについては、北海道家庭学校において奥田三郎が行った「卒業生のゆくえ」調査の検討を含め、

今後の検討課題である。 
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